
 

第１０回教育委員会定例会議事要録 

◇ 詳細―教育総務部教育総務課 電話０３－３９８１－１１４１ 

 

附属機関又は 

会議体の名称 
教育委員会定例会 

事務局（担当課） 教育総務部教育総務課 

開催日時 平成１９年１０月９日 午後２時００分 

開催場所 教育委員会室 

委員 
三神 和子（委員長）、松木 正一（委員長職務代理者）、 

月岡 透、中島 章皓、日髙 芳一（教育長） 

その他 
中央図書館長、教育総務課長、学校運営課長、教育改革担当課

長、教育指導課長、統括指導主事 

出席者 

事務局 教育総務課庶務係長、教育総務課庶務係主事 

公開の可否 公開  傍聴人数 ０人 

非公開・一部公開の

場合は、その理由 
 

 

会議次第 

１．報告事項 平成１９年度各学校における「授業改善推進プラ

ン」の要点 

 

２．報告事項 土曜補習「としまアカデミー」の実施について 

 

３．その他   

①平成１９年第三回豊島区議会定例会一般質問答弁要旨 
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審議経過 

委員長） 

第１０回教育委員会定例会を始めます。本日の署名は松木委員と月岡委員にお願いいた

します。 

 

（１） 報告事項第１号 平成１９年度各学校における「授業改善推進プラン」の要点 

             ＜教育指導課長 資料説明＞ 

委員長） 

 ご意見・ご質問いかがでしょうか。 

委員） 

 わかりやすく、かなり具体的に計画が立てられていると感じました。この内容をホーム

ページに掲載すれば、保護者の方たちにも学校の努力をわかっていただけると思います。

今年は夏休みのヒアリングはあったのですか。 

教育指導課長） 

５日間で全校実施いたしました。 

委員） 

おつかれさまでした。今後も効果が上がることを期待しています。 

また、校長先生はご自分の学校のホームページを見ておられるのでしょうか。原稿段階

だけでなく、出来上がったページにも目を通して知恵を出すなどしてほしいと思います。 

委員） 

 １分間スピーチを行っている学校がありますが、個人が壇上で話すのですか。 

教育指導課長） 

 一般的には朝の会や国語の授業等で、全体の前で話し、他の子ども達から質疑応答を受

けるというやり方です。スピーチを定着化させることで、表現力を向上させ、論理的に自

信を持って話すことを身につけさせるというねらいがあります。 

委員） 

 人前で話す経験を積むことは重要ですから、素晴らしい取り組みです。 

それから、習熟度別の少人数指導は、全体的なレベルアップが期待できますので、どん

どん取り入れてほしいと思います。補習などで先生方も大変でしょうが、その分雑用を減

らすなどして時数を確保していってほしいと思います。 

教育指導課長） 

 スピーチに関しての補足ですが、全校集会等でマイクを使わず大きな声で話す取り組み

により、良い効果を生んでいる小学校もあります。今後も良い事例はご紹介していきます。 

習熟度別少人数指導につきましては、更なる充実に向けて重点化したいと考えています。

カリキュラムの開発・研究で行き届いていないと感じる部分がありますので、区小研や区

中研等で研究を進めながら、区としても教材を開発するなど、より良い方策を検討してい

きます。 
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委員） 

 ドリルやミニテストを実施する学校が増えていますが、市販の教材を用いているのです

か。 

教育指導課長） 

 市販の教材を利用する場合と教員が作る場合と両方あります。単元ごとの小テストを行

うのは、子ども達の達成感を育てるというねらいがあります。 

委員） 

 先生方が作成する負担も大きいですから、費用はかかりますが、市販の教材を上手に組

み合わせて活用していただきたいと思います。 

それから、教員同士の授業参観や研修等は、いま一番大事な取り組みではないでしょう

か。先生方がお互いに話し合い、切磋琢磨していく機会を各学校でどんどん取り入れてい

ただきたいと思います。 

もう一つ気になる点として、授業規律に関する取り組みが、どの学校の授業を見ても十

分でないように感じます。小・中ともにこうした基本的な部分も、もう少し頑張ってもら

いたい気がします。 

また、ＴＴ（チームティーチング）というと、教科間のＴＴを考えるかと思いますが、

中学で言うと担任と教科担任との連携が基本です。一方が気づかない点をうまく補助しあ

うことで指導が充実していきますので、重視してほしいと思います。 

統括指導主事） 

 授業規律の件ですが、今年度、ある中学校で生徒への調査をしたところ、「集中し、け

じめのある授業をしてほしい。」との回答が４番目にありました。この学校では、こうし

た調査結果を踏まえて授業改善に取り組んでいくとのことです。 

委員） 

 生徒から声が出たのは良いことです。先生方にもその点を徹底してほしいと思います。 

委員） 

 習熟度別指導については、やはり教員への負担が大きくなることが心配です。必要にな

るのは、やはり人材です。どういう形で人を増やすのか難しいところですが、教員を東京

都から派遣してもらい区費で負担する、非常勤職員を採用する、事務の臨時職員を増やす

等、教員がもっと授業に力を入れられる方法を事務局で考えてもらいたいと思います。で

きれば来年度予算要求に間に合うよう、ぜひお願いします。 

教育指導課長） 

 重要課題として取り組んでいきます。習熟度別指導は、差別につながるのではないか等

のためらいが教員側にまだあるようですが、教育委員会としては、自信を持って進めるよ

う働きかけをするつもりです。必要となる人材の確保に関しては、引き続き努力するとと

もに、中身を充実させるべく、アドバイザーのような専門的人材の活用も内部調整を図り

ながら検討したいと思っています。ご指摘のとおり、予算措置においては十分考慮したも

のを要求していきます。                        
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委員） 

他区と比べても決して多い予算ではない中、学力強化に一生懸命取り組んでいる姿を示

し、それでも限界がある現状を訴えなければ、財政当局に納得してもらえないと思います。 

教育指導課長） 

 学級補助員等、教育指導課で持っている人材派遣の予算を計上しますと、現在は約１億

２千万円程です。現状を見直した上で、必要な事業へ増額できるよう検討していきます。 

学校運営課長） 

 少人数学習に対応できる空き教室が足りない等、学校施設においても不十分なところが

あります。来年度は、特別教室へのクーラー設置など施設面での支援もしていきたいと考

えています。 

委員） 

 習熟度別指導では、能力に応じた学力を身につけさせることが一番必要ではないかと思

います。同じ項目を教えるのにも、その子どもに適した指導法の工夫ができれば、レベル

も上がるのではないでしょうか。 

教育指導課長） 

 子どもに学びの手応えと達成感を持たせることが大事であると考えています。先生方に

は理解の進み具合に応じた学習指導に努めてもらい、教育委員会としても研修の実施やテ

キストの開発等で、教員の努力を支えていきたいと思います。 

教育長） 

 貴重な意見をいただいていますので、予算化に向けて取り組みたいと思います。 

これまでの補足として、少しお話させていただきます。 

まず、７月末から８月初旬にかけて本区ではヒアリングを実施しましたが、集中的に計

画を作成し教員に共通理解をもたせ、９月から実践するというスケジュールは都内で一番

迅速です。教員も主体的・当事者意識を持つようになりました。これは誇れる政策だと思

います。 

次に、普通教室の冷房化や耐震補強が完了し、行政側の条件整備ができました。これら

の環境整備は、補充学習を行う上でも学校側の励みになると思います。 

３点目に、能力別という表現は豊島区では使わないようにしたいと考えています。能力

を分けるのではなく、習いの熟し方によって分け、クラスを行き交い、段階的な進み方が

できる学習が良いのです。また、専門性の高い外部の人材を活用することも必要かと思い

ます。 

１９年度の取り組みは確実に１８年度より向上していますので、今後とも良い方向に頑

張っていきたいと思います。 

委員長） 

 よろしくお願いします。以上でよろしいでしょうか。 

              （委員全員 報告事項了承）  
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（２）報告事項第２号 土曜補習「としまアカデミー」の実施について 

             ＜教育改革担当課長 資料説明＞  

委員長） 

 ご意見・ご質問をお願いします。 

委員） 

 各校の割り当て人数が出ていますが、生徒が集まるかどうかという不安があります。ま

た、募集人数から見ると１クラス３０人程度に分けるのですか。 

教育改革担当課長） 

 １人の指導員が７、８人のグループを見る形式で授業を行います。学校側から生徒へ声

かけするとの話はいただいていますが、どのレベルの生徒が集まるのかという点も予測が

つきにくいところです。 

委員） 

 親が子どもの状況を理解していない場合もありますので、その辺りも難しいところです

ね。他に気になった点として、登下校時の万一の事故は保険の対象にならないのですか。 

教育改革担当課長） 

 土曜日の実施ですし、学校の管理下でなく、教育委員会の事業として行うため、自己責

任でお願いしています。 

委員） 

 「進級前に～不安を抱える生徒」とありますが、他の表現に変えたほうがよいのではな

いでしょうか。 

教育改革担当課長） 

 委員のご指摘も踏まえて、募集案内では保護者の方に意図が伝わるような表現に変えた

いと思います。 

委員） 

 必ず３教科を受けなくてはならないのですか。強制するのではなく、１教科だけ２、３

時間受講できるなど、弾力的な参加方法にしたほうがよいと思います。 

教育改革担当課長） 

 原則は３教科ですが、希望者がいれば検討したいと思います。開始後も子ども達の様子

について逐一報告していきます。 

委員長） 

 よろしくお願いします。以上でよろしいでしょうか。 

（委員全員 報告事項了承） 

 

（３）その他 

①平成１９年第三回豊島区議会定例会一般質問答弁要旨 

②定期監査実施報告について 

（午後４時００分  閉会） 
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